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(57) Abstract: A n industrial machine system comprises one
or multiple industrial machines (1), and a portable informa
tion processing device (2). The information processing
device (2) comprises a photographic means (3), a display
means (4) and an information processing means (5). The in
formation processing means (5) has an object determination
means 、1 1) that ：from a photographed image: performs object
identification that identifies an industrial machine; and/or
performs portion identification that identifies a portion with
in the industrial machine (1). Moreover, a display content
determination means (12) i s provided, by which an appen
ded image (Ga) to be displayed i s determined in accordance
with an object determined by said object determination
means ( 11). Said appended image (Ga) i s displayed after be
ing composited with an image photographed by the photo
graphic means (3).

(57) 要約： 産業機械システムは、 1 台または複
数台の産業機械 （1 ) と可搬の情報処理機器

< ( 2 ) とでなる。情報処理機器 （2 ) は、撮影
手段 （3 ) 、表示手段 （4 ) 、および情報処理
手段 （5 ) を有する。情報処理手段 （5 ) は、

一 撮影 した画像か ら、どの産業機械であるかの個
体特定、および産業機械 （1 ) におけるどの部
分であるかの部分特定を行 う対象物決定手段
( を有する。また、この決定された対象

物に応 じて表示させる付加画像 （G a ) を決定
する表示内容決定手段 （1 2 ) を設ける。この
付加画像 （G a ) を、撮影手段 （3 ) で撮影さ
れた画像と合成 して表示する。



明 細 書

発明の名称 ：

産業機械システムおよび産業機械システム用情報処理機器

関連出願

[0001 ] この出願は、 2 0 1 1 年 1 2 月 2 2 日出願の特願 2 0 1 - 2 8 0 7 7

の優先権 を主張するものであ り、その全体を参照により本願の一部 をなすも

のと して引用する。

技術分野

[0002] この発明は、撮影 した画像 に特定の文字，記号，絵図等の画像 を重ね合わ

せる現実拡張の技術 を用いた工作機械システム，その他の産業機械システム

および産業機械システム用情報処理機器に関する。

背景技術

[0003] 従来、工作機械や物流機械等の産業機械 において、操作盤の画面等にアイ

コン等のG U I ( グラフィカル ユーザ ' インタフェース）が用い られてい

るが、使用者が目的とする操作や情報 に行 き着 くためには、使用者が知識や

取扱説明書等を用い、操作，情報の選択 取捨などを行い、 目的と した操作

に到達する手法が採 られている。工作機械の操作盤の画面に、その工作機械

のワークや工具 を撮影 した画像 に、数値制御装置か らの情報 を重ねて表示さ

せるものも提案されているが （例えば特許文献 1 ) 、 その重な り表示 した画

面を映 し出すに至るまでには、上記のように、使用者が知識や取扱説明書等

を用いて操作することになる。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 5 _ 1 9 0 1 0 2 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題



[0005] このため、使用者が目的の操作，情報に行き着 くためには、G U I アプリ

ケ一ショにおいて、その仕様、操作、内容を熟知 していなければ、目的とす

る操作や、情報の閲覧が行えないという問題点がある。例えば、工作機械に

おいて、その機械の生産個数やサイクルタイムを知りたい場合は、その工作

機械の操作盤を操作 して操作盤の画面上に表示させることができるが、その

操作には、種々の知識が必要である。多数の機種の工作機械の現在の状況や

、その工作機械の特定部分の現在の状況の情報を求めたり、機械操作を行お

うとしたりした場合、その機種毎の工作機械についての操作を知っておくか

、取扱説明書等を読むなどしなければ、目的とする情報の閲覧や操作に至ら

ない。

[0006] この発明の目的は、産業機械を可搬の情報処理機器が有する撮影手段で写

すことで、その産業機械に関する情報が画面上で得 られ、産業機械の操作盤

の画面操作を知らなくても、使用者が目的の情報を直観的に容易に得ること

ができる産業機械システム、およびその情報処理機器を提供することである

課題を解決するための手段

[0007] この発明の産業機械システムを実施形態に用いた符号を付 して説明する。

この発明の産業機械システムは、 1台または複数台の産業機械 （1 ) と可搬

の情報処理機器 （2 ) とでなり、前記情報処理機器 （2 ) は、撮影手段 （3

) と、画像の表示手段 （4 ) と、情報処理手段 （5 ) とを有する。

前記情報処理手段 （5 ) は、前記撮影手段 （3 ) で撮影 した画像から、こ

の画像で示される対象物がどの産業機械 （1 ) であるかの個体特定、および

産業機械 （1 ) におけるどの部分であるかの部分特定の両方またはいずれか

一方を行う対象物決定手段 （1 1 ) と、

この対象物決定手段 （1 1 ) で決定された対象物に応 じて前記表示手段 （

4 ) に表示させる付加画像 （G a ) を決定する表示内容決定手段 （1 2 ) と

この表示内容決定手段 （1 2 ) で決定された付加画像 （G a ) を、前記撮



影手段 （3 ) で撮影 されて前記対象物の決定を行 った画像 と合成 して表示す

る画像合成手段 （1 3 ) とを有する。

[0008] なお、 この明細書で 「産業機械」 とは、各種の産業 において、物の生産、

加工、処理、運搬 を行 う装置の総称であ り、工作機械、運搬機械、物流機械

、繊維機械等 を含む。前記情報処理機器 （2 ) は、例 えば、 いわゆるスマ一

卜フォン等の通信機能 を備 えた携帯型の端末機器であ っても、 また工場内等

の限 られた範囲で持ち運びがで きるものであ っても良い。 また、前記情報処

理機器 （2 ) は、撮影手段 （3 ) と情報処理手段 （5 ) とが別体であ って、

これ らが互いに通信可能 に接続 されるものであ っても良い。上記の 「個体特

定」は、産業機械 （1 ) を 1 台毎 に識別 して特定することを言 う。

[0009] この構成の産業機械 システムによると、情報処理機器 （2 ) の前記撮影手

段 （3 ) で産業機械 （1 ) を撮影すると、情報処理手段 （5 ) の前記対象物

決定手段 （1 1 ) は、撮影 された画像か ら被写体である対象物が どの産業機

械 （1 ) であるかの個体特定、 および産業機械 （1 ) におけるどの部分であ

るかの部分特定の両方 またはいずれか一方 を行 う。表示内容決定手段 （1 2

) は、 この決定された対象物 に応 じて前記表示手段 （4 ) に表示 させる表示

内容 となる付加画像 （G a ) を決定する。画像合成手段 （1 3 ) は、 この決

定された表示内容 となる付加画像 （G a ) を前記撮影手段 （3 ) で撮影 され

た画像 と合成 して表示する。各付加画像 （G a ) の表示内容は、情報処理機

器 （2 ) が有する内部情報であ っても、情報処理機器 （2 ) が産業機械や外

部サーバ等の機器外部 と通信 して得た情報であ つても良い。

[001 0] このように、被写体の個体特定等 を行 って、表示 させる付加画像 （G a )

を定め、産業機械 （1 ) の撮影 された画像 に重ねて表示する。 そのため、情

報処理機器 （2 ) の使用者 は、産業機械 （1 ) の操作盤の画面操作 を知 らな

くても、産業機械 についての 目的の情報 を直観的に容易に得 ることがで きる

[001 1] この発明において、前記表示内容決定手段 （1 2 ) は、前記付加画像 （G

a ) と して、前記対象物決定手段 （1 1 ) で決定された対象物 を操作するた



めの操作用画面部 （G a o ) の画像 を含み、前記情報処理機器 （2 ) は前記

操作用画面部 （G a o ) が指定 され ることで対象物操作の入力がなされた と

認識 し、 その入力 に応 じた操作指令 を前記産業機械 （1 ) に送信 する画面上

機械操作入力手段 （1 4 ) を有 し、前記産業機械 （1 ) は、前記画面上機械

操作入力手段 （1 4 ) か ら送信 された操作指令 に応答 してその産業機械 （1

) の制御 を行 う遠隔制御手段 （1 9 ) を有 するように しても良い。 この構成

の場合、産業機械 （1 ) を撮影 した画面上 に重ねて表示 された操作用画面部

( G a o ) で、産業機械 （1 ) を実際 に操作することがで きる。 そのため、

産業機械 （1 ) の操作盤 の操作 を知 らな くても容易 に希望 の操作が行 える。

[001 2] この発明において、前記情報処理機器 （2 ) は前記産業機械 （1 ) と通信

する通信手段 （4 ) を有 し、前記表示 内容決定手段 （1 ) は、前記付加画

像 （G a ) と して表示する情報 を前記通信手段 （4 ) によって前記産業機械

( 1 ) か ら取得 する機能 を有 するように しても良い。 このように情報処理機

器 （2 ) の通信手段 （4 ) で産業機械 と通信 し、情報 を取得 するように した

場合 は、産業機械 （1 ) の持つ現在 の情報、例 えばその産業機械 （1 ) の生

産個数、サイクル タイム、負荷状態等 を画面上 に重ねて表示することがで き

る。 そのため、産業機械 が現在持つ情報 を、産業機械 （1 ) の操作盤 の画面

操作 を知 らな くても直観 的に容易 に得 ることがで きる。

[001 3] このように通信手段 （4 ) を設 けた場合 に、前記表示 内容決定手段 （1 2

) は、前記産業機械 （1 ) か らアラーム情報 が送信 された ときに、前記付加

画像 （G a ) と して、 アラーム表示画像 （G a a ) を含 ませ るように しても

良い。 これ によ り、産業機械 （1 ) の アラーム情報 を、 その産業機械 （1 )

の操作盤 を操作することな く、前記情報処理機器 （2 ) の画面で容易 に知 る

ことがで きる。

[0014] この発明において、前記産業機械 （1 ) が工作機械 であ って、前記表示 内

容決定手段 （1 2 ) は、前記付加画像 （G a ) と して前記工作機械 の工具 の

状態 を示す画像 である工具状態表示画像 （G a t ) を含むように しても良い

。 この構成 の場合、産業機械 （1 ) の工具 の情報、例 えば工具 の残寿命ゃェ



具 交換要否の情報等 が、産業機械 （1 ) の操作盤 とは別 の前記情報処理機 器

( 2 ) の画面 で容易 に知 る ことがで きる。

[001 5] この発 明 において、前記産業機械 （1 ) が工作機械 であ って、前記表示 内

容決定手段 （1 ) は、前記対象物決定手段 （1 1 ) によ って前記工作機械

の全体 が前記対象物 とされた場合 は、前記工作機械 か ら出力 された生産個数

およびサ イ クル タイムのいずれか一方 または両方 を示 す画像 を前記付加画像

( G a ) と して含め、前記工作機械 の一部 が前記対象物 とされた場合 は、対

象物 を制御 す るための入力 を可能 とす る操作用画面部 （G a o ) 、 または対

象物 の状態 の情報 を前記付加画像 （G a ) と して含め るよ うに して も良い。

この よ うに、産業機械 （1 ) であ る工作物 の全体 を撮影 した ときは、 その産

業機械 （1 ) の稼働状況 であ る工作物 の生産個数 やサ イ クル タイムが撮影画

像 に重ねて表示 され、工作物 の一部、例 えば刃物台 を撮影 した場合 は、 その

一部 に関す る操作用画面部 （G a o ) や状 態 の情報 が撮影画面 に重ねて表示

され る。 そのため、使 用者 は、工作物 の撮影 す る範 囲や部分 を変 える ことで

、希望 の情報 を知 る ことがで きる。

[001 6] この発 明の産業機械 システム用情報処理機 器 （2 ) は、 この発 明の産業機

械 システム に用 い られて産業機械 （1 ) を撮影 す る撮影手段 （3 ) を有 す る

可搬 の情報処理機 器 （2 ) であ って、前記撮影手段 （3 ) と、画像 の表示手

段 （4 ) と、情報処理手段 （5 ) とを有 す る。

前記情報処理手段 （5 ) は、前記撮影手段 （3 ) で撮影 した画像 か ら、 こ

の画像 で示 され る対象物 が どの産業機械 （1 ) であ るかの個体特 定、 および

産業機械 （1 ) における どの部分 であ るかの部分特 定の両方 またはいずれか

一方 を行 う対象物決定手段 （1 1 ) と、

この対象物決定手段 （1 1 ) で決 定 された対象物 に応 じて前記表示手段 （

4 ) に表示 させ る付加画像 （G a ) を決定す る表示 内容決定手段 （1 2 ) と

この表示 内容決定手段 （1 2 ) で決 定 された付加画像 （G a ) を前記撮影

手段 （3 ) で撮影 されて前記対象物 の決定 を行 った画像 と合成 して表示 す る



画像合成手段 （1 3 ) とを有する。

[001 7] このため、この発明の産業機械システムにっき前述 したと同様に、産業機

械 （1 ) をこの情報処理機器 （2 ) の有する撮影手段 （3 ) で写すことで、

その産業機械 （1 ) に関する情報が画面上で得 られ、産業機械 （1 ) の操作

盤の画面操作を知 らなくても、使用者が目的の情報を直観的に容易に得るこ

とができる。

[001 8] 請求の範囲および または明細書および または図面に開示された少なく

とも 2 つの構成のどのような組合せも、本発明に含まれる。特に、請求の範

囲の各請求項の 2 つ以上のどのような組合せも、本発明に含まれる。

図面の簡単な説明

[001 9] この発明は、添付の図面を参考にした以下の好適な実施形態の説明からよ

り明瞭に理解されるであろう。 しか しながら、実施形態および図面は単なる

図示および説明のためのものであり、この発明の範囲を定めるために利用さ

れるべきものではない。この発明の範囲は添付の請求の範囲によって定まる

。添付図面において、複数の図面における同一の部品番号は、同一または相

当部分を示す。

[ 図1] この発明の一実施形態に係る産業機械システムの概念構成を示すプロッ

ク図である。

[ 図2] 同産業機械システ厶の情報処理機器における画面例の説明図である。

[ 図3] 同産業機械システムの処理手順，処理内容の説明図である。

[ 図4 ] 同産業機械システム情報処理機器による対象物の認識と付加表示の説明

図である。

[ 図5] 同産業機械システムのマーク併用の場合の概念構成の説明図である。

発明を実施するための形態

[0020] この発明の一実施形態を図面と共に説明する。この産業機械システムは、

1 台または複数台の産業機械 1 と可搬の情報処理機器 2 とでなる。産業機械

1 は、上記のように、各種の産業において物の生産、加工、処理、運搬を行

う装置の総称であるが、この実施形態では工作機械であり、また複数台であ



る場合につき説明する。

[0021 ] 情報処理機器 2 は、可搬のものであ り、いわゆるスマー トフォン等の、衣

服のポケ ッ トに納 まる程度の寸法の携帯型であって、撮影手段 3 と、液晶表

示装置等の画像 を表示する表示手段 4 と、 コンピュータのC P U (中央処理

装置）および これに実行されるソフ トウェアか らなる情報処理手段 5 と、通

信手段 6 と、 この情報処理機器 2 に対する入力手段である情報処理機器入力

手段 7 と、内部情報記憶手段 8 とを有する。情報処理機器 2 の外観形式は、

箱形，タブレッ ト形のものの他 に、眼鏡形、腕時計形等であっても良い。撮

影手段 3 、表示手段 4 、情報処理手段 5 、および通信手段 6 は、一つの筐体

内に設けられたもの、 または互いに一体に結合されたものの他 に、いずれか

が互いに分離 して配線や通信機能で結合されたものであっても良い。

[0022] 撮影手段 3 は、 C C D カメラ等であ り、画像のデータをデジタル信号 と し

て出力する。通信手段 6 は、例えば無線通信機能を有する手段であって、ィ

ンタ一ネッ 卜等の広域 コンピュータ通信回線網、公衆電話回線網等に接続 さ

れたものであるが、 口一カルエ リアネッ 卜ワーク内のみで通信 されるもので

あっても良い。 また、通信手段 6 は、有線で通信 を行 うものであっても良い

。情報処理機器入力手段 7 は、表示手段 4 の画面上に設けられるタツチパネ

ル等であっても良 く、キーボー ド、ポインテ ィングデ ィバイス、ジ ョイステ

ック等であっても良い。

[0023] 情報処理手段 5 は、前記 C P U およびソフ トウェアによりそれぞれ構成 さ

れた対象物決定手段 1 1 、表示内容決定手段 1 2 、画像合成手段 1 3 、およ

び画面上機械操作入力手段 1 4 を有する。

[0024] 対象物決定手段 1 1 は、撮影手段 3 で撮影 した画像か ら、 この画像で示さ

れる対象物がどの産業機械 1 であるかの個体特定、および産業機械 1 におけ

るどの部分であるかの部分特定の両方、 またはいずれか一方を行 うもので、

この実施形態では両方を行 う。例えば、産業機械 1 の全体を撮影 した画像か

ら、産業機械 1 の個体特定 （具体例 を挙げると、産業機械 1 の 1 台毎 に付さ

れる製造番号の特定）を行い、産業機械 1 の一部 を撮像 した画像か ら、その



部分が刃物台、主軸、ローダ装置、ワークフィーダのいずれであるか等の測

定を行う。対象物決定手段 1 1 において、前記個体特定および部分特定は、

例えばパターンマッチング等のパターン認識方式か、またはその他の画像認

識方式による形状認識で行う。

[0025] 対象物決定手段 1 1 による個体特定については、上記各方式の他に、例え

ば図 5 に示すように、産業機械 1 にマークA を付しておいて、撮影手段 3 で

撮影した画像における前記マ一クA の部分の情報から、マ一ク識別部 1 1 a

によって個体特定を行うようにしても、または産業機械 1の形状認識とマ一

クA の認識とを併用して行うようにしても良い。マークA は、 1次元もしく

は2 次元のバ一コードであっても、文字列や記号等であっても良い。対象物

決定手段 1 1 による前記特定のための情報は、対象物決定手段 1 1が記憶し

ていても、内部情報記憶手段 8 が記憶していても良く、さらに外部サーバ 1

5 等に記憶された情報を、対象物決定手段 1 1 により通信手段 6 を介して通

信することで得ても良い。

[0026] 表示内容決定手段 1 2 は、対象物決定手段 1 1で決定された対象物に応じ

て表示手段4 に表示させる付加画像G a (図2 参照）の決定、詳しくは、そ

の付加画像G a として表示させる項目およびその項目の表示内容となる画像

を決定する手段である。表示させる項目は、例えば、対象物が工作機械から

なる産業機械 1の全体である場合は、生産個数、サイクルタイム等であり、

対象物が産業機械 1の一部である場合、例えば刃物台 3 2 である場合は、そ

の刃物台 3 2 に装備された一部または全体の工具の残寿命等の工具の状態に

関する情報や、工具交換を促すアラームの表示等である。前記 「項目の表示

内容」は、例えば 「項目」が生産個数である場合、その生産個数の数値であ

る。

[0027] 図 1 において、表示内容決定手段 1 2 は、前記の決定した項目の表示内容

となる情報につき、内部情報記手段 8 に記憶された情報を用いて決定しても

良く、また通信手段 6 を用いて、前記対象物決定手段 1 1で決定された対象

物である産業機械 1 または外部サーバ 1 5 から得て表示するようにしても良



し、。なお、上記の 「項 目」は、表示内容 と特 に区別されずに、表示内容その

ものであっても良い。内部情報記手段 8 は、対象物 を特定するための情報 を

記憶 した対象情報記憶部 8 a と、上記の項 目，表示内容，付加画像 を記憶 し

た表示内容記憶部 8 b を有する。

[0028] 表示内容決定手段 1 2 は、前記の決定する項 目の一つと して前記対象物 に

よってはアラーム情報 を含み、前記産業機械 1 か らアラーム情報が送信 され

たときは、表示内容 となる画像 と して、前記アラーム情報 に対応するァラ一

厶表示画像 G a a (図 2 右上参照）を表示する。 アラーム情報は、産業機械

1 に生 じている不具合の情報であっても、工具交換が必要である旨を知 らせ

る情報であっても良い。表示内容決定手段 1 2 は、 この他 に、付加画像 G a

と して、前記対象物決定手段 1 1 で決定された対象物 に応 じて、その対象物

を操作するための操作用画面部 G a o (図 2 左下参照）の画像 を含むように

しても良い。

[0029] 図 1 において、画像合成手段 1 3 は、表示内容決定手段 1 2 で決定された

表示内容 となる付加画像 G a を前記撮影手段 3 で撮影 されて前記対象物の決

定を行 った画像 と合成 して表示する手段である。

[0030] 画面上機械操作入力手段 1 4 は、表示手段 4 の画面上に前記操作用画面部

G a o (図 2 左下参照）が表示された状態で、特定の入力に応 じた操作指令

を前記対象物 となる産業機械 1 、 または前記対象物 となる部分を含む産業機

械 1 に送信する手段である。特定の入力は、例えば、操作用画面部 G a o 上

の特定位置を接触 または力一ソルにより指定すること、あるいは前記特定位

置に文字 記号の入力を行 うことにより行われる。

[0031 ] 図 1 において、画面上機械操作入力手段 1 4 を設ける場合、その操作され

る前記産業機械 1 は、前記画面上機械操作入力手段 1 4 か ら送信 された操作

指令 に応答 してその産業機械 1 の制御 を行 う遠隔制御手段 1 9 を有するもの

とする。

[0032] 上記構成の産業機械システムにおける情報処理機器 2 による処理および使

用方法の具体例 を説明する。 この具体例 と共に、情報処理手段 5 を構成する



前記各手段 1 1 ~ 1 4 のより具体的な構成につき説明する。図 2 は画面例を

、図 3 は処理の流れをそれぞれ示す。

[0033] 図 2 に示すように、スマー トフォン型等の情報処理機器 2 により、その撮

影手段 3 で産業機械 1 を撮影する。同図の産業機械 1 は、搬送装置付きの平

行 2 軸旋盤からなる工作機械であって、主軸 3 1 と、刃物台 3 2 と、コンペ

ァまたはロータリフィーダ型のワークフィーダ3 3 と、このワークフィーダ

3 3 と主軸 3 1 との間でワーク （図示せず）を搬送するローダ3 4 とを備え

る。産業機械 1 は、この他に制御盤 （図示せず）および操作盤 3 5 を有する

[0034] 産業機械 1 の全体を撮影 した場合は、同図の左上に画面例を示すように、

情報処理機器 2 の液晶表示装置等からなる表示手段 4 の画面に、撮影 した産

業機械 1 の全体の画像G に重なるように付加画像G a が合成されて表示さ

れる。産業機械 1 の一部を撮影 した場合は、同図の右上の画面例および左下

の画面例にそれぞれ示すように、撮影 した産業機械 1 の一部の画像G 3 2 ,

G 3 3 に重なるように付加画像G a が合成されて表示される。なお、図 2 お

よび図4 において、表示手段 4 の画面に表示された産業機械 1 の画像の参照

符号については、産業機械 1 にっき付 した符号の冒頭に符号 「G」を付加 し

て示す。

[0035] 産業機械 1 の全体を撮影 した場合の付加画像G a は、例えば機台情報であ

り、同図では 「生産個数 1 0 0 個」という表示内容と、 「サイクルタイム 5

0 秒」という表示内容であって、吹き出し形式で表示されている。

[0036] 産業機械 1 の一部を撮影 した場合の付加画像G a は、その部分についての

情報であり、例えば右上の図のように、撮影 した対象物が刃物台 3 2 である

場合、その刃物台 3 2 の機種の番号や、刃物台 3 2 に装着された工具の番号

である。同図では、加工のための割出位置にある工具の識別番号を表示 した

付加画像G a と、その工具の残寿命である 「残寿命 5 0 回」という表示内容

の工具状態表示画像G a t と、その工具が交換必要である 「交換要」という

表示内容のアラーム表示となる付加画像G a a とが表示されている。



[0037] 同図の左下の図では、撮影 した対象物がワークフィーダ3 3 であって、付

加画像G a としては、そのワークフィーダ3 3 上にあるものの種類，個数を

示す 「素材 ：1 0 0 ィ固」、 「完成品 ：5 0 ィ固」との表示がなされ、かつ操作

用画面部G a o が表示されている。操作用画面部G a o は、操作ボタンをそ

れぞれ示す 2 つの円形の画像と、各操作ボタンの操作種類の案内となる 「正

転」 「逆転」の表示とが含まれている。

[0038] これらの画像G 1， ，G a が表示されるまでの処理を説明する。図 1 の

撮影手段 3 で撮影された画像につき、情報処理手段 5 における対象物決定手

段 1 1 によってパターンマッチング等の認識手法で、この画像で示される対

象物が産業機械 1 の全体であるか、部分であるかを認識 し、全体である場合

は、どの産業機械 1 であるかの個体特定、つまり産業機械 1 の識別情報を求

める処理を行う。産業機械 1 の形状だけでは個体特定が困難な場合は、前述

のように産業機械 1 にマークA を付 しておき、マークA の意味する情報を利

用 して産業機械 1 の個体特定を行っても良い。撮影手段 1 で撮影された画像

が産業機械 1 の部分である場合は、産業機械 1 におけるどの部分であるかの

特定を、前記/ 《ターンマツチング等の認識手法で行う。

[0039] 産業機械 1 におけるどの部分であるかの特定は、内部情報記憶手段 8 等に

登録 したおいた各部分の内のどの部分であるかの特定を、定められた手法で

行い、その部分の周囲にある画像は無視 して判断される。例えば、撮影 した

画像に、図4 の左端の中段の画像のように、刃物台の画像G 3 2 と主軸の画

像G 3 との両方が含まれている場合は、主軸の画像G 3 を無視 して対象

物が刃物台 3 2 であると決定する。またその下の図のように、 2 本の主軸の

画像G 3 が存在する場合、対象物が主軸 3 であると決定する。これは、

産業機械 1 の外部から撮影 した場合に、希望の対象物だけを撮影することが

困難な場合があることから、撮影 し易い画像範囲から対象物を決定 し易くす

るための処理である。

[0040] 複数の産業機械 1 のうちのどの部分であるかを知りたい場合は、例えば、

産業機械 1 の全体を撮影 して産業機械 1 の個体特定を行った後に、産業機械



1 の一部 を撮影する。 これにより、対象物決定手段 1 1 は、部分の特定を行

うにつき、産業機械 1 の識別情報が利用できて、一つの産業機械 1 について

の登録 された部分のみの中で区別すれば良 く、容易にどの部分であるかの特

定が行える。

[0041 ] 撮影 された産業機械 1 の全体 またはその部分の特定が行われると、表示内

容決定手段 1 2 によって、付加画像 G a の項 目、およびその項 目についての

表示内容を決定する。対象物が産業機械 1 の全体である場合の表示内容であ

る 「生産個数 1 0 0 個」のうちの、数値以外の部分である 「生産個数〇〇個

」 という表示内容、および吹き出 し形式の画像は、上記項 目と共に定める。

この項 目、および数値 を除 く画像のデータは、例えば内部情報記憶手段 8 に

おける対象物情報記憶部 8 a に、対象物である産業機械 1 やその部分の識別

情報 と対応させたテ一プル等 と して記憶 しておき、識別情報 によつて前記項

目、および数値 を除 く画像のデータを得 る。

[0042] 表示内容である 「生産個数 1 0 0 個」のうちの 「1 0 0 」 という数値は、

表示内容決定手段 1 2 が、その特定された産業機械 1 と通信手段 6 で通信 し

て得 る。産業機械 1 は、その制御盤 （図示せず）で生産個数 を管理する機能

を有 してお り、表示内容決定手段 1 2 はその管理 された情報か ら 「1 0 0 」

という数値 を得 る。対象物が産業機械 1 の一部である場合、例えば刃物台 3

2 である場合の 「残寿命 ：5 0 回」 という表示内容のうちの 「5 0 」 という

数値 についても、産業機械 1 の制御装置 と通信手段 6 で通信 して得 る。 この

通信 には、 どの産業機械 1 であるかを認識 してお く必要があるため、例えば

、先に産業機械 1 の全体を撮影 して決定 した産業機械 1 の識別情報 を用い、

その産業機械 1 と通信 を行 って得 る。

[0043] このように して付加画像 G a の表示内容を決定 した後、画像合成手段 1 3

により、撮影 により得 られた産業機械 1 の全体 または部分の画像 に付加画像

G a を重ねて、その重ねた画像 を、図 2 の各例のように情報処理機器 2 の液

晶表示装置等か らなる表示手段 4 の画面に表示する。

[0044] 図 2 の左下の図のように、付加画像 G a と して対象物 を操作するための操



作用画面部G a o を含むようにした場合は、その操作用画面部G a o 上の操

作ボタン等の表示部分に触れることなどで、実際に対象物が操作できるよう

にする。例えば、操作用画面部G a o 上の正転のボタンに触れると、画面上

機械操作入力手段 1 4 は、その操作の信号を産業機械 1 の制御装置へ送信 し

、その制御装置によって対象物であるワークフィーダ3 3 が正転方向に駆動

される。

[0045] 産業機械 1 が工作機械である場合、対象物と表示内容との例を纏めて挙げ

ると、例えば表 1 の内容が挙げられる。

[0046] [表 1]

[0047] 上記構成の産業機械システムによると、被写体の個体特定等を行って、表

示させる付加画像G a の項目およびその項目の表示内容を定め、その表示内

容である付加画像G a を、産業機械 1 の撮影された画像に重ねて表示する。

そのため、情報処理機器 2 の使用者は、産業機械 1 の操作盤の画面操作を知

らなくても、産業機械 1 についての、生産個数や、工具残寿命等の目的の情

報を直観的に容易に得ることができる。

[0048] 情報処理機器 2 で産業機械 1 と通信 し、情報を取得するようにした場合は

、上記のように、産業機械 1 の持つ現在の情報、例えばその産業機械の生産

個数、サイクルタイム、負荷状態等を画面上に重ねて表示することができる



。そのため、産業機械 1 が現在持つ情報 を、産業機械 1 の操作盤の画面操作

を知 らな くても直観的に得 ることができる。付加画像 G a と して、工具状態

表示画像 G a t を含むように した場合は、例えば工具の残寿命や工具交換要

非の情報等を、情報処理機器 2 の画面で容易に知ることができる。

[0049] 付加画像 G a と してアラーム表示画像 G a a を含むように した場合は、産

業機械 1 のアラーム情報 を、その産業機械 1 の操作盤 を操作することな く、

情報処理機器 2 の画面で容易に知ることができる。 また、撮像 された対象物

に応 じて、その対象物 を操作するための操作用画面部 G a o の画像 を表示 し

、 この操作用画面部 G a o で産業機械 1 を操作可能 と した場合は、産業機械

の操作盤の操作を知 らな くても容易に希望の操作を行 うことができる。

[0050] 以上のとお り、図面を参照 しなが ら好適な実施形態を説明 したが、当業者

であれば、本件明細書 を見て、 自明な範囲内で種 々の変更および修正を容易

に想定するであろう。 したがって、そのような変更および修正は、添付の特

許請求の範囲か ら定まるこの発明の範囲内のものと解釈される。

符号の説明

[0051 ] 産業機械

情報処理機器

3 撮影手段

表示手段

5 情報処理手段

6 通信手段

情報処理機器入力手段

対象物決定手段

表示内容決定手段

1 3 画像合成手段

1 4 画面上機械操作入力手段

9 遠隔制御手段

G 全体の画像



A マ一ク

a 付加画像

G a a アラーム表示画像

G a o 操作用画面部

a t 工具状態表示画像



請求の範囲

[ 請求項 1] 1 台 または複数台の産業機械 と可搬の情報処理機器 とでな り、

前記情報処理機器は、撮影手段 と、画像の表示手段 と、情報処理手

段 とを有 し、

前記情報処理手段 は、前記撮影手段で撮影 した画像か ら、 この画像

で示 される対象物が どの産業機械であるかの個体特定、 および産業機

械 におけるどの部分であるかの部分特定の両方 またはいずれか一方 を

行 う対象物決定手段 と、

この対象物決定手段で決定された対象物 に応 じて前記表示手段 に表

示 させる付加画像 を決定する表示内容決定手段 と、

この表示内容決定手段で決定された付加画像 を前記撮影手段で撮影

されて前記対象物の決定を行 つた画像 と合成 して表示する画像合成手

段 とを有する、

産業機械 シ ステ ム。

[ 請求項 2 ] 前記表示内容決定手段 は、前記付加画像 と して、前記対象物決定手

段で決定された対象物 を操作するための操作用画面部の画像 を含み、

前記情報処理機器は前記操作用画面部が指定されることで対象物操作

の入力がなされた と認識 し、 その入力に応 じた操作指令 を前記産業機

械 に送信する画面上機械操作入力手段 を有 し、前記産業機械 は、前記

画面上機械操作入力手段か ら送信 された操作指令 に応答 してその産業

機械の制御 を行 う遠隔制御手段 を有する請求項 1 記載の産業機械 シ ス

テ ム。

[ 請求項 3 ] 前記情報処理機器は前記産業機械 と通信する通信手段 を有 し、前記

表示内容決定手段 は、前記付加画像 と して表示する情報 を前記通信手

段 によって前記産業機械か ら取得する機能 を有する請求項 1 または請

求項 2 記載の産業機械 シ ステ ム。

[ 請求項 4 ] 前記表示内容決定手段 は、前記産業機械か らア ラー ム情報が送信 さ

れた ときは、前記付加画像 と して、 アラーム表示画像 を含 ませる請求



項 3 記載の産業機械 シ ステ ム。

[ 請求項 5] 前記産業機械が工作機械であ って、前記表示内容決定手段 は、前記

付加画像 と して前記工作機械の工具の状態 を示す画像である工具状態

表示画像 を含む請求項 3 または請求項 4 記載の産業機械 シ ステ ム。

[ 請求項 6] 前記産業機械が工作機械であ って、前記表示内容決定手段 は、前記

対象物決定手段 によって前記工作機械の全体が前記対象物 とされた場

合は、前記工作機械か ら出力された生産個数 およびサイクル タイムの

いずれか一方 または両方 を示す画像 を前記付加画像 と して含め、前記

工作機械の一部が前記対象物 とされた場合は、対象物 を制御するため

の入力を可能 とする操作用画面部、 または対象物の状態の情報 を前記

付加画像 と して含める請求項 1 ない し請求項 5 のいずれかに記載の産

業機械 シ ステ ム。

[ 請求項7] 請求項 1 記載の産業機械 シ ステ ム に用い られて産業機械 を撮影する

撮影手段 を有する可搬の情報処理機器であ って、

前記撮影手段 と、画像の表示手段 と、情報処理手段 とを有 し、

前記情報処理手段 は、前記撮影手段で撮影 した画像か ら、 この画像

で示 される対象物が どの産業機械であるかの個体特定、 および産業機

械 におけるどの部分であるかの部分特定の両方 またはいずれか一方 を

行 う対象物決定手段 と、

この対象物決定手段で決定された対象物 に応 じて前記表示手段 に表

示 させる付加画像 を決定する表示内容決定手段 と、

この表示内容決定手段で決定された付加画像 を前記撮影手段で撮影

されて前記対象物の決定を行 つた画像 と合成 して表示する画像合成手

段 とを有する産業機械 シ ステ ム 用情報処理機器。
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